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 USPTO は、特許関連業務の質向上に向けた包括的プログラム｢Enhanced Patent 

Quality Initiative｣の開始を発表した。 

 品質維持向上のために、①優れたオフィスアクション、庁内手続、②優れた品質評

価、③優れた顧客サービスの３本の柱を掲げている。 

 また、既存の１１の品質向上施策に加え、今回新たに６つの取り組みを提案してい

る。 

 

既存の施策 

（１）審査官に対する幅広い研修の提供（先端技術、CPC） 

（２）法律研修（特許クレームの解釈、判例、改正法等） 

（３）グローサリーパイロットプログラム1の実施 

（４）QPIDS2及び AFCP3プログラム。 

（５）他国特許庁とのワークシェアリング（PPH,CCD） 

（６）面接審査（ファーストアクションインタビューパイロットプログラム4） 

（７）個人発明家への教育 

（８）ワンストップのカスタマーセンターの創設 

（９）クラウドソーシングを活用した第三者による情報提供 

（10）品質評価指標（7 つの指標）の創設 

（11）ITシステムの改善 

 

 

                                                 
1 クレームで使用する用語に関する明確な定義付けをボランタリーベースで出願人に課し、明細書に設ける

用語定義セクションが、クレームの明確性向上に資するか否かを評価するもの。 
2 特許登録料を納付した後（特許が発行される前）の情報開示陳述書（ＩＤＳ）に特許性に影響を与える情

報が含まれていないと判断された場合、継続審査請求（ＲＣＥ）による審査を再開することなく改めて特

許査定がなされる。 
3 ファイナルオフィスアクションが出された後、従来であれば RCE（継続審査請求）を提出しなければ審

査されなかったようなクレーム補正に対し、一定の条件の下で審査を受けることができる。 
4 審査官は、事前に先行技術調査を行い、インタビューに先立って先行技術及び仮の拒絶理由が記載された

通知を発行、その後、出願人は 1ヶ月以内に対応し、面接では、関連先行技術、仮の拒絶理由、補正書・

意見書案について議論がなされる。 



新たに提案された取り組み 

① 出願人が審査過程のレビューを申請し、その中からランダム抽出により品質保証

部によりレビューが行われる制度の創設 

② 審査開始前における自動先行技術調査の実施（新しいサーチツールの提案も含

む） 

③ 審査査記録の明確化 

④ 品質評価指標の見直しと改善 

⑤ 現行の審査モデルの見直しと審査の質に対する影響の分析（出願人との密なやり

とりの下で審査を行う） 

⑥ 審査官と出願人との面接場所の拡大（特許資料等の所有機関である地方図書館、

審査官の勤務地、その他、審査官が出向いて行って面接を実施5する場所など） 

 

<三つの柱と、新た 6つの取り組みの関係＞ 

 

 USPTO は、これらの提案施策に対する意見を 3 月 6日まで募集するとともに、3

月 25 日、26 日に、アレキサンドリアの USPTO 本部にて、｢Quality Summit｣を開催し、

これらの施策の紹介と一般からの意見を聞くこととしている。 

 この｢Quality Summit｣では、品質の重要性に対するステークホルダーからの意見、

要望について発表するセッションやパネルディスカッション、少人数での意見交換の

セッションなどが予定されている。 

 

USPTO ホームページ： 

http://www.uspto.gov/blog/director/entry/uspto_launches_enhanced_patent_quality 

 

官報： 

http://www.gpo.gov/fdsys/pkg/FR-2015-02-05/pdf/2015-02398.pdf 
                                                 
5 これまでは、サテライトオフィスや在宅勤務の審査官は、それぞれのオフィスから 50マイル以内など面

接を行う場所に制限があった。 

http://www.uspto.gov/blog/director/entry/uspto_launches_enhanced_patent_quality
http://www.gpo.gov/fdsys/pkg/FR-2015-02-05/pdf/2015-02398.pdf


<Quality Summitアジェンダ＞ 

 

 


